
中央教育審議会について

１ 設置の経緯
中央省庁等改革の一環として，従来の中央教育審議会を母体としつつ，生涯学習審議

会，理科教育及び産業教育審議会，教育課程審議会，教育職員養成審議会，大学審議会，
保健体育審議会の機能を整理・統合して，平成13年１月６日付けで文部科学省に設置。

２ 審議会の主な所掌事務
（１）文部科学大臣の諮問に応じて，①教育の振興及び生涯学習の推進を中核とした豊か
な人間性を備えた創造的な人材の育成に関する重要事項，②スポーツの振興に関する
重要事項を調査審議し，文部科学大臣に意見を述べること。

（２）文部科学大臣の諮問に応じて生涯学習に係る機会の整備に関する重要事項を調査審
議し，文部科学大臣又は関係行政機関の長に意見を述べること。

（３）法令の規定に基づき審議会の権限に属させられた事項を処理すること。

３ 構成
（１）委員30人以内，任期２年（再任可）（臨時委員及び専門委員を置くことができる）
（２）５分科会を設置する。（審議会及び分科会には，必要に応じて，部会を設置）

分科会の名称 主な所掌事務
教育制度分科会 ① 豊かな人間性を備えた創造的な人材の育成のための教

育改革に関する重要事項
② 地方教育行政に関する制度に関する重要事項

生涯学習分科会 ① 生涯学習に係る機会の整備に関する重要事項
② 社会教育の振興に関する重要事項
③ 視聴覚教育に関する重要事項

初等中等教育分科会 ① 初等中等教育の振興に関する重要事項
② 初等中等教育の基準に関する重要事項
③ 教育職員の養成並びに資質の保持及び向上に関する重
要事項

大学分科会 大学及び高等専門学校における教育の振興に関する重要
事項

スポーツ・青少年分科会 ① 学校保健，学校安全及び学校給食に関する重要事項
② 青少年教育の振興に関する重要事項
③ 青少年の健全な育成に関する重要事項
④ 体力の保持及び増進に関する重要事項
⑤ スポーツの振興に関する重要事項

教育振興基本計画部会 教育振興基本計画（平成20年7月1日閣議決定）の円滑な
実施に意見を述べること

キャリア教育・職業教育 今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方に
特別部会 ついて調査審議すること。

４ 最近の諮問・答申
諮 問 答 申

・今後の学校におけるキャリア教育・職 ・学士課程教育の構築に向けて
業教育の在り方について(H20.12.24) (H20.12.24)
・中長期的な大学教育の在り方について ・高等専門学校教育の充実について
（H20.9.11） (H20.12.24)
・新しい時代に求められる青少年教育の ・教育振興基本計画について(H20.4.18)
在り方について（H20.4.18）
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中央教育審議会の構成（第４期）

中 央 教 育 審 議 会 教 育 振 興 基 本 計 画 部 会

キャリア教育・職業教育特別部会

教 育 制 度 分 科 会

生 涯 学 習 分 科 会

初等中等教育分科会 教 育 課 程 部 会

【教育課程企画特別部会】
【各教科等専門部会】

教 員 養 成 部 会

【課 程 認 定 委 員 会】
【教員免許更新制等ＷＧ】

【小・中学校の設置・運営の在り方等に関する作業部会】

【学校・教職員の在り方及び教育調整額の見直し等に関する作業部会】

大 学 分 科 会 制 度 ・ 教 育 部 会

【学士課程教育の在り方に関する小委員会】

大 学 院 部 会

【留学生特別委員会】

【高等専門学校特別委員会】

【認証評価特別委員会】

【法科大学院特別委員会】

スポーツ・青少年分科会 【スポーツ振興に関する特別委員会】
【スポーツ振興投票特別委員会】
【青 少 年 教 育 特 別 委 員 会】


